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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 13,968 △37.5 △406 ― △280 ― △266 ―

21年3月期第2四半期 22,342 ― 2,666 ― 2,999 ― 1,885 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 △6.11 ―

21年3月期第2四半期 42.71 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 59,990 48,349 76.5 1,053.29
21年3月期 60,921 48,181 74.9 1,047.23

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  45,920百万円 21年3月期  45,656百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 10.00 ― 5.00 15.00

22年3月期 ― 5.00

22年3月期 
（予想）

― 5.00 10.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 32,000 △21.7 100 △97.1 550 △85.9 200 △85.2 4.59
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 当資料に記載の将来に関する予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業
績等は、業況の変化等により開示した予想数値と異なる場合があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等に
ついては４ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧下さい。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 44,713,930株 21年3月期  44,713,930株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  1,116,250株 21年3月期  1,115,954株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 43,597,826株 21年3月期第2四半期 44,134,183株
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、在庫調整の一巡、景気対策効果などにより経済環境の悪化

に底打ちの兆しが見られたものの、消費や設備投資はなお低水準であることに加え、円高も進行しており、本格

的な景気の回復にはほど遠く、先行き不透明な状況が継続しております。 

関連業界の状況につきましては、次のとおりであります。 

土木業界における公共事業は引き続き低水準で推移しており、建築業界においても、マンションの在庫調整の

進展や住宅ローン減税等の経済政策の効果が一部に見られたものの、依然厳しい状況が続いております。 

また、自動車業界においては、在庫調整の進展や環境対応車種の販売などにより緩やかながら回復基調で推移

しておりますが、建設機械・工作機械業界におきましては、設備投資の抑制傾向はいまだ顕著であり、需要の回

復にはなお時間を要するものと見られます。 

このような状況のもと、当社グループは、新商品・新技術の開発及び拡販、国内外の生産拠点の再構築を図っ

てまいりました。また、緊急経営改善策としてコストダウン及び業務効率化に一丸となって取り組んでまいりま

したが、第１四半期と比較すると顧客からの受注量は徐々に回復しているものの、前年同期比では販売量は大幅

な減少となりました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は13,968百万円（前年同期比37.5％減）、営業損失は406百万円

（前年同期は2,666百万円の利益）、経常損失は280百万円（前年同期は2,999百万円の利益）、四半期純損失は

266百万円（前年同期は1,885百万円の利益）となりました。 

 

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

①製品事業部関連事業 

当社主力製品であるコンクリートパイル用ウルボン、中高層マンション向け及び場所打ち杭用高強度せん断補

強筋の販売量は前年同期と比較し減少いたしました。また、自動車・二輪車用サスペンションばね等に使用され

る高強度ばね鋼線（ＩＴＷ）の販売量も国内向けを中心に減少いたしました。なお、中国においては受注が順調

に回復しつつありますが、原材料の鋼材価格が割高で推移したこと、米国においては自動車関連産業の需要回復

が遅れていることから、当該事業の種類別セグメントに含まれる海外連結子会社が営業損失となったこともあり、

利益確保の面でも厳しい状況となりました。 

この結果、売上高は8,497百万円（前年同期比24.8％減）、営業利益は358百万円（前年同期比71.4％減）とな

りました。 

 

②加工・電機関連事業 

熱処理受託加工関連事業につきましては、自動車関連業界からの受注は徐々に回復してきているものの、建設

機械・工作機械業界からの受注は一部を除き低水準で推移したため、売上高は前年同期と比較し大幅に減少しま

した。このため、緊急経営改善策として原価低減を継続して推し進めておりますが、売上高の減少による影響が

大きく、減価償却費などの固定費の負担が相対的に重くなり、損益においても厳しい状況となりました。 

誘導加熱装置関連事業につきましては、海外を含め顧客の積極的な開拓に注力しましたが、世界的な設備投資

抑制の動きはなお顕著であり、売上高は減少いたしました。 

この結果、売上高は5,226百万円（前年同期比51.6％減）、営業損失は947百万円（前年同期は1,255百万円の

利益）となりました。 

 

③賃貸事業他 

当社保有の賃貸物件については、引き続き安定的に業績に寄与しております。 

この結果、売上高は243百万円（前年同期比3.3％減）、営業利益は182百万円（前年同期比16.2％増）となりま

した。 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は59,990百万円（前連結会計年度末比1.5％減）となりました。こ

の主な要因は、現金及び預金が増加したこと及び神戸工場の建設、海外連結子会社である上海中煉線材有限公司

の移転などにより有形固定資産が増加したものの、売上減により受取手形及び売掛金が減少したことになどによ

ります。 

当第２四半期連結会計期間末における負債は11,641百万円（前連結会計年度末比8.6％減）となりました。この

主な要因は、支払手形及び買掛金が減少したことなどによります。 

当第２四半期連結会計期間末における純資産は48,349百万円（前連結会計年度末比0.3％増）となりました。こ

の主な要因は、利益剰余金が減少したものの、その他有価証券評価差額金及び為替換算調整勘定が増加したこと

などによります。 

この結果、当第２四半期連結会計期間末における自己資本比率は76.5％となりました。 
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（キャッシュ・フローの状況） 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は7,403百万円

（前連結会計年度末と比べて480百万円の増加）となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は3,550百万円（前年同期は2,971百万円の収入）であります。これは、税金等調

整前四半期純損失が426百万円計上されましたが、売上債権やたな卸資産が大幅に減少したことと、法人税等が

還付されたことなどによります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果支出した資金は2,818百万円（前年同期は2,083百万円の支出）であります。これは、移転補償

金の受取額が224百万円、投資有価証券の売却による収入が208百万円ありましたが、有形固定資産の取得による

支出が2,256百万円あったことなどによります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果支出した資金は275百万円（前年同期は513百万円の収入）であります。これは、配当金の支払

額が217百万円あったことなどによります。 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

経営環境等を勘案し業績予想の見直しを行い、平成21年８月６日発表の予想を修正しております。詳細は、平

成21年11月２日発表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

なお、業績予想については、景気動向、受注環境等の先行きは依然として不透明であることから、暫定値とし

ております。 

 

４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

① 簡便的な会計処理 

一般債権の貸倒見積高の算定方法 

貸倒実績率が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度

決算において算定した貸倒実績率を使用して一般債権の貸倒見積高を算定しております。 

 

たな卸資産の評価方法 

四半期連結会計期間末におけるたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、前連結会計年度末の

実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を

見積り、簿価切下げを行うこととしております。 

 

固定資産の減価償却費の算定方法 

減価償却の方法として主として定率法を採用しておりますが、連結会計年度に係る減価償却費の額を期

間按分して算定しております。 

 

法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に、経営環境等、かつ、一時差異

等の発生状況に著しい変化が無いと認められるため、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予

測やタックス・プランニングを利用しております。 

 

② 四半期連結財務諸表作成に特有の会計処理 

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益又は損失に当該見積実効税率を乗じて計算し

ております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

該当事項はありません。 
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,011 6,935

受取手形及び売掛金 9,081 10,853

商品及び製品 377 469

仕掛品 1,073 1,000

原材料及び貯蔵品 1,179 1,203

その他 1,223 2,985

貸倒引当金 △92 △99

流動資産合計 20,854 23,348

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 8,531 7,613

機械装置及び運搬具（純額） 9,370 9,025

土地 10,215 10,206

建設仮勘定 1,116 1,807

その他（純額） 306 287

有形固定資産合計 29,539 28,940

無形固定資産   

のれん 348 395

その他 247 166

無形固定資産合計 596 561

投資その他の資産   

投資有価証券 8,681 7,746

長期貸付金 284 276

その他 360 368

貸倒引当金 △326 △321

投資その他の資産合計 8,999 8,070

固定資産合計 39,136 37,572

資産合計 59,990 60,921
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,502 5,088

短期借入金 2,557 2,301

未払法人税等 63 221

賞与引当金 440 474

その他 1,859 2,377

流動負債合計 9,424 10,463

固定負債   

長期借入金 1,398 1,660

引当金 162 184

負ののれん － 0

その他 656 431

固定負債合計 2,216 2,276

負債合計 11,641 12,739

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,418 6,418

資本剰余金 5,528 5,528

利益剰余金 36,475 36,960

自己株式 △1,018 △1,017

株主資本合計 47,404 47,889

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △15 △567

為替換算調整勘定 △1,468 △1,664

評価・換算差額等合計 △1,483 △2,232

少数株主持分 2,428 2,524

純資産合計 48,349 48,181

負債純資産合計 59,990 60,921
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 22,342 13,968

売上原価 16,678 11,877

売上総利益 5,663 2,091

販売費及び一般管理費 2,996 2,497

営業利益又は営業損失（△） 2,666 △406

営業外収益   

受取利息 18 9

受取配当金 184 55

有価証券売却益 － 45

負ののれん償却額 2 0

持分法による投資利益 133 －

助成金収入 － 43

その他 60 91

営業外収益合計 400 246

営業外費用   

支払利息 43 48

持分法による投資損失 － 26

売上債権売却損 12 5

為替差損 － 27

その他 11 12

営業外費用合計 67 120

経常利益又は経常損失（△） 2,999 △280

特別利益   

前期損益修正益 2 1

有形固定資産売却益 0 －

投資有価証券売却益 59 59

移転補償金 338 224

特別利益合計 400 286

特別損失   

有形固定資産売却損 － 1

有形固定資産除却損 49 343

投資有価証券売却損 53 －

投資有価証券評価損 7 3

その他 5 85

特別損失合計 116 432

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

3,283 △426

法人税等 1,131 4

少数株主利益又は少数株主損失（△） 266 △164

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,885 △266
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

3,283 △426

減価償却費 1,547 1,448

のれん償却額 20 46

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2 △2

賞与引当金の増減額（△は減少） △41 △33

退職給付引当金の増減額（△は減少） 26 62

その他の引当金の増減額（△は減少） － △84

受取利息及び受取配当金 △203 △65

支払利息 43 48

為替差損益（△は益） 11 14

持分法による投資損益（△は益） △133 26

有形固定資産売却損益（△は益） △0 1

有形固定資産除却損 49 343

移転補償金 △338 △224

有価証券売却損益（△は益） － △45

投資有価証券売却損益（△は益） △6 △59

投資有価証券評価損益（△は益） 7 3

売上債権の増減額（△は増加） 147 1,820

たな卸資産の増減額（△は増加） △828 81

仕入債務の増減額（△は減少） 689 △602

その他 △413 552

小計 3,862 2,904

利息及び配当金の受取額 205 64

利息の支払額 △43 △52

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,052 633

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,971 3,550

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の売却及び償還による収入 420 －

有形固定資産の取得による支出 △2,652 △2,256

有形固定資産の売却による収入 0 0

移転補償金の受取額 338 224

投資有価証券の取得による支出 △256 △261

投資有価証券の売却による収入 108 208

貸付けによる支出 △80 △19

貸付金の回収による収入 37 23

その他 0 △736

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,083 △2,818
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 607 853

短期借入金の返済による支出 △500 △658

長期借入れによる収入 900 50

長期借入金の返済による支出 △217 △296

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △397 △217

少数株主からの払込みによる収入 120 －

その他 0 △6

財務活動によるキャッシュ・フロー 513 △275

現金及び現金同等物に係る換算差額 △35 23

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,366 480

現金及び現金同等物の期首残高 5,941 6,923

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,307 7,403
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(4) 継続企業の前提に関する注記 
該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

 
製品事業部 
関連事業 

(百万円) 

加工・電機
関連事業 

(百万円) 

賃貸事業他

(百万円) 

計 

(百万円) 

消去又は 
全社 

(百万円) 

連結 

(百万円) 

売上高   

(1)外部顧客に対する売上高 11,296  10,793 252 22,342 －  22,342 

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－  － 151 151 （151） － 

計 11,296  10,793 403 22,493 （151） 22,342 

営業利益 1,254  1,255 157 2,666 －  2,666 

(注) １ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業の主な製品 

(1) 製品事業部関連事業……ＰＣ鋼棒・異形ＰＣ鋼棒・せん断補強筋・高強度ばね鋼線 

(2) 加工・電機関連事業……熱処理受託加工・誘導加熱装置・自動車部品等 

(3) 賃貸事業他………………動産ならびに不動産に係る賃貸事業及び上記以外の事業 

３ 会計方針の変更 

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）を適用しております。 

これによる各事業の種類別セグメントの営業利益に与える影響は以下のとおりです。 

(1) 製品事業部関連事業……△５百万円 

(2) 加工・電機関連事業……△６百万円 

(3) 賃貸事業他………………△０百万円 

４ 追加情報 

法人税法上の法定耐用年数の見直しを踏まえ、機械装置等の一部について耐用年数を変更しております。 

これによる各事業の種類別セグメントの営業利益に与える影響は以下のとおりです。 

(1) 製品事業部関連事業……△14百万円 

(2) 加工・電機関連事業……△43百万円 

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 
製品事業部 
関連事業 

(百万円) 

加工・電機
関連事業 

(百万円) 

賃貸事業他

(百万円) 

計 

(百万円) 

消去又は 
全社 

(百万円) 

連結 

(百万円) 

売上高   

(1)外部顧客に対する売上高 8,497  5,226 243 13,968 －  13,968 

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－  － 143 143 （143） － 

計 8,497  5,226 387 14,111 （143） 13,968 

営業利益（又は営業損失） 358  △947 182 △406 －  △406 

(注) １ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業の主な製品 

(1) 製品事業部関連事業……ＰＣ鋼棒・異形ＰＣ鋼棒・せん断補強筋・高強度ばね鋼線 

(2) 加工・電機関連事業……熱処理等の受託加工・誘導加熱装置・自動車部品等 

(3) 賃貸事業他………………動産ならびに不動産に係る賃貸事業及び上記以外の事業 
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【所在地別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

 全セグメントの売上高の合計額に占める日本の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。 

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 全セグメントの売上高の合計額に占める日本の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。 

 

【海外売上高】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

 海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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